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前回は、一目均衡表の先行スパン（Ҕ）がクロスする所が変化日であるとご説明しました。（１０月

６日号のリポート参照）

前回もご説明しましたが、一目均衡表の理論における変化日は、大きく分けると３通りあります。

次に変化日として意⅜されているのが基本数値と呼ばれるものです。重要な基本数値は全 で６

つÿÿ

９・１７・２６・３３・４２・６５です。他にも重要な数値がいくつかあるのですが、なかでも上記

の６つが特に重要であるとお考え下さい。

これをどのように使うかについては、次回から詳しくご説明しますが、要は、基本数値を重要なᾁ値・

安値に当てはめていくのですę

　その前に、６つの基本数値は互いに関連を持っていることをご理֝下さい。

　９と１７を せば２６になります。１７に１７を して１を引くと３３。なぜ１を引くのかというと、

たとえば安値からᾁ値までの日柄が１７日で、そのᾁ値から次のᾁ値までの日柄が１７日とします。と

いうことはᾁ値のところを２度数えることになりますので１を引くわけです。同様に、１７に２６を

して１を引くと４２。３３に３３を して１を引くと６５であるわけです。　 　　次回に続きます。

この件に関するお問い合わせは　０３－３６６９－５０２２　入会ご希望の方は　dekioka@hikarikeizai.co.jp
毎日更新、旬な 柄を選んで分かりやすく֝説する、無料テレフォンサービスの「人気株情報」　03－3669－5552 で放
送中、是 お聞きください。 　　　　

《ソフトバンク》日

Alpha Chart社製

このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。 柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるようにお

い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。


